
E晩希量i壼郵時電1事義
訓 ‐OB62

8露辮」劇菫。譜lⅧ罵ll謂
Et kitanodair+ @s aPPoro- c. ed jP

2024年 7月 25日発行

未知の世界を生きていく子どもたちに
研修部長 東地 真友美

いつの間にか、コンサー トやスポーツの観戦チケツトはネットで購入し、スマホ lつで

入場できるようになりました。スーパーではセルフレジになつていて、客が自分で決済を

するお店が増えました。それどころか、スマホ |つで自宅に食べ物が届きます。旅行だつ

て、初めて行く場所でもカーナビが案内してくれ、便利な世の中になったなと実感します。

コロナウイルスによる影響もあつて、ChrOmebookが 一人一台使えるようになり、学校で

の IC丁 化は急速に進みました。一方で、世界では信 じられないような戦争が今も続き苦 し

んでいる人たちが大勢います。また、夏がこんなに暑くなるなんて、誰が想像 していたで

しょうか。まさに、予測困難で先行き不透明な激動の時代 (VUCAの時代)を迎えている

と言ってもよいのではないでしようか。この先行き不透明な激動の時代を子どもたちはこ

れから生きていかなければいけません。これからの学校は、子どもたちが「生きる力」(変

化の激 しいこれからの社会に通応する力)を育み、予測困難な時代を生き抜く力を付けて

ぃくことが求められています。

そこで、子どもたちに身に付けさせたい資質・能力を以下の二つの柱にまとめました。

・学んだことを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性」

。実際の社会や生活で生きて働く「知識及び技能」

。未知の状況にも対応できる「思考力、判断力、表現力」

この、二つの柱を身に付けるために現在の学習指導要領で重視されているのが、『 主体的

で対話的で深い学び』(ア クテイプラーニング)です。

先日、校内で研修会を行いました。3年 2組の算数「あまりのあるわり算」の学習です。

子どもたちは、前の日の学習から「こうなるはずだ」と予想 します。「知識および技能」を

使っています。また、ある子は「自分の考えを確かめるために、友連と交流 したい」と言

い、別な子は「自分の考えをみんなに話 したい」と言います。「学びに向かう力」です。更

に、グループでの交流を通して、問題文の言葉に着日し、「キーワー ド」を見付け出しまし

た。「思考力 。判断力・表現力Jにつながります。 3年 2組の子どもたちは、 30度を超え

る暑い中、45分間一生懸命に考え、自分の考えを表現 し、みんなで一つのキーワー ドに

たどり着くことができていました。

本校では、このような子どもたちの姿を目指 し、授業改善に取り組んでいます。特に今

年度は、子どもが主体的に学びを進めていく『AARサイクル』(見通し・行動・振り返り)

を意識 して授業づくりをしています。これは、昨年度までの取組と大きく変わったことで

はありません。子どもたちがそれぞれの思いをもって学びたいことを学んでいくという姿

をより具体的にしたものです。私たちは、この AARサイクルが充実する授業づくりをし、

より子どもが主役である学習を行つていこうと考えています。子どもたちに今必要な力は

何なのか、時代の変化を敏感に捉え、より深い学びへとつなげていきたいと思います。
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8月 27日 (火)から9月 20日 (金 )の4週間、北海道教育大

学札幌校の学生2名が、本校で教育実習を行います.

配属学級は以下のようになります。

釜  饉置0ま ゆう∋勧 僻軍凛猥額浮働

松村 莉子僣電庵ら りaさん(3年牢 出内学級)

悩みや困難を抱える児童に「いじめ電話相談 (少年相

談室)「 24時間子供SOSダイヤル」「子どもアシストセンタ

ー」などの相談窓□を活用することができます。児童が安

心してSOSを出すことのできる相談窓□として、ご活用<
ださい.r=攀体機日Jの麟定について

札幌市教育委員会では、昨9、 全国的な課題と

なつている教職員の長時間勤務等への対応策とし

て、夏体み期間中に「夏季体校日」の取組を実施

しています.これに伴い、本校では、 8月 13日

(火 )～ 16日 (金)を夏季体校日とし、年末年

始と同様に、学校としての体校日とさせていただ

きますので、御理解と御協力をお願いいたします.

なお、夏季休校日の取組につきましては、市教委

教職員課労務係 (211-3853)にお問い含わせ<だ

さい。夏体み中に急な転居など連絡が必要になつ

た場合は学校にお知らせ<ださい.

平日   8:10～ 16:40
学校電話 881-8191

上記時間外の緊急連絡 (夜間 0休日・体校日)は

学校メールにてお知らせ下さい。件名は「緊急」を入

れた上で、内容をお書き下さい。
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札幌市立準機軍檄■壼薔員会

札幌市では、「体罰事故調査委員会」制度を運用して

います。この委員会の目的は、体罰事故に関する調査の

透明性及び公平性を確保し、事実関係をできるだけ正確

に調査することにあります .

0委員会は、市内の学校の校長、PTA(元役員を含む)

及び第三者委員で構成されます.

。学校において、体罰事故が発生した場合は、体罰事故

査委員会立ち会いのもと、教員、児童生徒及び保護者

からお話を聴<ことになります.

・日頃より体罰が起きないよう、万全を尽<しますので

保護者の皆様の御理解と御協力をお願いいたします .

0児童生徒及び保護者から、体罰・性被害の相談を専門

に受け付ける「体罰・性被害の相談窓□」を設置して

います.

電話番号 :272-6034

受付時間 :平日 10:45～16:45(土・日・祝日は除<)

■ に

本校では全校統一した夏休みの課題をトリル「要
のびのび」としています。提出方法や学年から出さ
れる課題等につきましては、学年便りまたは懇談会
資料での御確認をお願いいたします.

*生活表につきましては、提出の必要はありませ
ん。御家庭で御活用<ださい。

★今年度より、自由研究は夏体み。冬休みともに任
意での取組といたします。

★取り組んだ作品につきましては、学級前に1週間





地域ならびに保護者の皆様

令和6年 7月吉日

札幌市立北野平小学校 P tt A

会長 坂本 陽

北野平小学校

口IRO方法
※各ご家庭の前の歩道にお手数でも、不用の品物をお出しください。

(雨の日も同様です。必ず歩道に置いてください。)

その際には必ず「北野平小」と書いた紙 (本紙裏面)を上につけてください。
・ 9:00よりお昼にかけ、回収車が各ご家庭を回り、資源の回収をします。

回収量の多さなど、諸般の事情から回収時亥Jが遅<なり、午後になることもあり
ます。ご了承<ださい。

資目の■順
○古新聞・週刊誌  ○雑誌等、本類 0段ボール  Oビール瓶
0アルミ缶 0牛亭Lパ ック  0テ ィッシュの箱

※テトラバックマークの物の学校での回収は令和4年度からは行いません。資源回収

に出していただきますようお願いします。

※15時になつても回収されない場合には、

三洋産業 担当の今野さんまで! 090-1045-7261

資源回収のお知らせ
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毎月2日が回収日です。
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